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抗インフルエンザウイルス薬の適切な使用について 

 
 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 さて、抗インフルエンザウイルス薬の安定供給等につきましては、平成１７年１２

月５日付（地Ⅲ１５０）をもって貴会宛にお送りいたしました。 
 今般、抗インフルエンザウイルス薬の適切な使用について、厚生労働省健康局結核

感染症課長より、本会に対して周知、協力方お願いがありました。 
 新型インフルエンザの発生が危惧される中、国においては、新型インフルエンザ対

策の一つとして抗インフルエンザウイルス薬の備蓄を進めておりますが、備蓄が完了

する前に新型インフルエンザが発生した場合には、一般流通分の抗インフルエンザウ

イルス薬は、その対応に優先して使用することとなります。また、抗インフルエンザ

ウイルス薬の多用による耐性の出現も抑えるためにも、抗インフルエンザウイルスの

適正使用が重要となっております。 
 もとより、薬の処方は医師の裁量によるものでありますが、貴会におかれましても

新型インフルエンザ対策における諸般の事情をご拝察いただき、貴会管下医療機関に

対し、抗インフルエンザウイルス薬の適正使用について、特に下記の事項にご留意い

ただき、ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
 追って、（社）日本呼吸器学会の「タミフルの適正使用についてのお願い」を併せ

て同封いたします。 
 

記 
 
１．できるだけ迅速診断キットで確認されてから処方すること 
２．発症後 48 時間内の患者に処方すること 
３．多用による耐性ウイルス出現を抑制するためにも、必要性を充分斟酌した上で慎 

重に処方すること 



　拝啓時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　インフルエンザ対策におきましては、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、インフルエンザ患者の適切な治療を図るために、都道府県及び医療関係団

体等に対し、「抗インフルエンザウイルス薬の安定供給等について」（平成17年11月

24目付け厚生労働省医政局経済課長・健康局結核感染症課長・医薬食品局安全

対策課長通知）により、抗インフルエンザウイルス薬の安定供給の協力を依頼している

ところです。

　今冬のインフルエンザの流行状況については、2005年第50週には、定点あたりの

報告数が1．0を上回り、例年より早い流行がみられ、抗インフルエンザウイルス薬の市

場流通も例年より早い需要が見られています。

　今般、新型インフルエンザの発生が危惧される中、政府としては、新型インフルエン

ザ対策の一つとして抗インフルエンザウイルス薬の備蓄を進めておりますが、備蓄が

完了する前に新型インフルエンザが発生した場合には、一般流通分の抗インフルエン

ザウイルス薬は、その対応に優先して使用することとなります。また、抗インフルエンザ

ウイルス薬の多用による耐性の出現も抑えるためにも、抗インフルエンザウイルス薬の

適正使用が重要となっております。

　つきましては、貴職におかれましても、医療機関におけるインフルエンザの適切な

診断が行われるとともに、抗インフルエンザウイルス薬の適正な使用について、関係者

積極的な取り組みがなされるよう周知方よろしくお願いいたします。

　なお、抗インフルエンザウイルス薬の適正使用に関する事項につきまして、別紙のと

おりとりまとめましたので、ご参考にしていただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

平成18年1月11日

厚生労働省健康局結核感染症課長

　　　　　　　　塚原　太郎

日本医師会感染症危機管理対策室長

　　　　　　　　　　　雪下國雄様



（別紙）抗インフルエンザウイルス薬の適正使用に関する事項

（1）国民

　①インフルエンザ以外の普通の風邪には効果がないこと

　②発症後48時間以降服用してもあまり効果が認められていないこと

　③多用による耐性ウイルス出現も懸念されるため安易に薬に頼らないこと

　④手洗い・うがい・マスク着用・規則正しい生活などインフルエンザ予防

　　　に努めてほしいこと

（2）医師

　①できるだけ迅速診断キットで確認されてから処方すること

　②発症後48時間内の患者に処方すること

　③多用による耐性ウイルス出現を抑制するためにも、必要性を充分斟酌し

　　　た上で慎重に処方すること



社団法人日本呼吸器学会：

lnでOrmq†ion LastUpdate2005．1228

　　　　　　　　　　　　　　　　　タミフルの適正使用についてのお願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社）日本呼吸器学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長堀江孝至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染症・結核部会長後藤　元

難蕪臨辮難辮灘鷺簿蕪鯉灘
1．迅速診断キットでインフルエンザと確認された症廻・あるいは臨床的に確実と思われる症例1こ処方すること・

　2．できるだけ発症後48時間以内の患者に使用する一と。

ll轍畿縣蕪辮集落器吉倉豪離鵬繋難論上の高齢者・慢性呼吸
　　　器疾患または慢性心疾患患者、代謝性疾患患者、腎機能障害患者）。

なお会員の皆様には、上記内容を病院、地域の先生方にもお伝え頂くようお願いします・

国本サイトの糊条件照サイトマツブ
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